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報 告 福井大学医学部研究雑誌 第12巻 第1号 ・第2号 合併号(2G11)

福井県のサンショウウオに見られたメタセルカリア結節症#
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Ahstract:

The紐etacercarianubsyndromewasfoun由 且臨eHidasalamanδer(正 かπoδ館5ん 魏 那7α6)ofFu藍uiprefecturein2009.
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こ の 調 査 研 究 は,福 井 県 ・水 辺 の 探 偵 団 等 の 自 然 保 護 活 動 並 び に 福 井 大 学 ・地 域 環 境 研 究 教 育 セ ン タ ー,

生 命 科 学 複 合 研 究 教 育 セ ン タ ー お よ び 地 域 貢 献 推 進 セ ン タ ー 活 動 の 一 環 と し て 行 わ れ て い る 。 ま た,
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ー グ 研 究 助 成(代 表:藤 井 豊) ,201G-11年 度 富 山 県 日本 海 学 推 進 機 構 日本 海 学 研 究 グ ル ー プ 支 援 事 業

(代 表:川 内 一 憲)お よ び2011年 度 科 学 研 究 費 奨 励 研 究(州 内 一 憲 ・23924G17)よ り研 究 助 成 を 受 け た 。
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まえが き

国内の両生類 の減少 に影 響す る感染症 と して,20G6

年 日本 に上陸 したカエル ツボカ ど感染症や2008年 に報

告 され た ラナ ウイル ス感染 症があげ られ るが,在 来 の

両生 類 に大 き な被 害 は報 告 され て いな い。福 井 で も

2008年 か らの調査でカエル ツボカ ビが2010年 に 三国

町のモ リアオ ガエル で初 めて検 出 された が集 団感 染症

等 による大量死は見 られ ない醗'川 内昧 骸 。 しか し,近

年 にな り第3の 新 興感染症 としてメタセル カ リア症 が

注 目を集 めている。2000年 頃 よ り,福 島県で全身 にメ

タセル カ リア症 に よる結 節 を持つ トウホ クサ ンシ ョウ

ウオ が確認 され,年 々その発生地域 の拡 大 と有病率 の

増加が報告 されてい るlL2)。2009年 に は,皮 膚結節か

ら吸 虫の被嚢幼 虫が回収 され,18rDNAお よ び28rDNA

の 遺 伝子解析が行われた。そ の結果,1960年 南 米 コス

タ リカ の オ ナ ガ オ コ ジ ョ か ら検 出 さ れ た 吸 虫

万砿助 θ加f500鰐 亡∂がoθη5∫と同定 されてい る。

福井県で見られたメタセルカ リア症

2009年2月 吉田郡永平寺町の標高1201nの 小 さな谷

川で産卵に集まった2個 体のヒダサンショウウオを捕

獲 し,内1個 体で径約1～2蘭 の皮膚結節が全身に多数

確認された(写 真1)。 結節がない健全な1個 体より刺

激に対 し反応が鈍く,動 きが緩慢であった。 この結節

を持ったヒダサンショウウオを麻布大に送 り,同 大の

宇根 らによりメタセルカ リア症と同定 された。流水性

写真1ヒ ダサ ンシ ョウウオ のメタセル カ リア結節症

全身の皮膚にでこぼこした結節が多数見 られる。眼の後ろ

や指にも結節があり目が見えるのかどうか,ま た今にも千切

れそラな指で元気がない。本来すべすべの皮膚がざらざらに

なっている.

サ ンシ ョウウオで は国内初記 録で あった。 また,2010

年10月 勝 山市 北谷 町の標 高550～75Gmで,背 面か ら尾

部 にか け皮膚 に隆起が見 られ るハ コネサ ンシ ョウウオ

の幼体3個 体(写 真2)を,さ らに,2011年4月 今立

郡池 田町の標 高407rnで,背 面,尾 部お よび四肢で皮膚

が隆起 したク ロサ ンシ ョウウオの成体3個 体(写 真3)

写 真2ハ コネサ ンシ ョウウオ幼体 の メタセルカ リア

結節

△に結節が見られる。幼体ですでに結節を形成する段階に

きている。

写真3ク ロサンショウウオのメタセルカリア結節
響で承した結節が全身特に尾の先端部に多数観察された。

を捕獲 した。 この2種 は麻布大学にて同定中である。

福井県では,1999年2月 に結節を有するアベサンシ

ョウウオの写真記録が残 されてい る。その結節は,小

さな皮膚隆起から径約2㎜ 粒大まで,頭 部,背 面,尾

部および四肢を含む体表の至る駈に見られる。

今後の対策

国内では,本 州北部に生息するホン ドテンやニホン

アナグマの小腸に勲ア助θ動f300鰐 古∂がoθη5fの成虫が

多数検出されている。最近では,最 終宿主として外来

種のアライグマやハ クビシンなどが上げられる。第1

中間宿主は不明であるがカワニナな どの水性巻貝が疑

われている。両棲類は第2宿 主 として利用 され,両 棲

類を捕食するアライグマなどの外来哺乳類による,分

布拡散が懸念されている。確かなメタセルカ リア症急

増の原因は開 らかでないものの,最 終宿主 と考えられ

るアライグマは1997年 に本県初記録があり,そ の2年

後にアベサンショウウオに結節が確認 されたことにな

る。本県における有病サンショウウオの種,そ の水平 ・

垂直分布状況,有 病率の変化ならびに最終宿主,中 間

宿主の特定 と駆除のため継続的なモニタリング調査が

重要である。
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要 旨

2009年 福 井の ヒダサ ンシ ョウウオで メタセルカ リア

結簿 症が見つか った。201G年 に はハ コネサ ンシ ョウウ

オで,2011年 に は クロサ ンシ ョウウオで メタセルカ リ

ア結飾 症がそれぞれ確認 された。
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